













































































































































































































6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
ヒラタカゲロウ 0 16 19 0 ｝ 0 0
マダラカゲロウ 0 0， 6 0 一 0 0
シマトビケラ 11 1 2 0 一 0 0
コカゲロゥ 0 3 23 41 一 98 207
カワニナ 4 2 1 0 一 1 3
ミズムシ 8 0 24 26 一 11 6
チョウバエ 21 41 9 16 一 35 32




















































































































































































































































































































































































































































































6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
ヒラタカゲロウ 0 3 4 4 一 0 0
マダラカゲロウ 3 4 0 0 一 8 0
シマトビケラ 0 0 0 0 一 0 0
コカゲロウ 3 1 0 0 一 3 21
カワニナ 1 3 0 0 一 0 2
ミズムシ 16 0 2 2 一 0 2
チョウバエ 0 0 0 0 一 0・ 0

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8月 11月 8月 11月 8月 11月 8月 11月 8月 11月
長与川（NR－1） 9．0 8．5 5 0 0．2 0．2 0．02 0．02 10 10




9．0 0．05 0．05 10 5
浦上川（UR－3） 8．0 7．5 0 0 0．2 0．2 0．02 0．02 2・ 5
浦上川（UR－4） 9．0 9．0 5 5 2．0 2．0 0．02 0．02 45 45
津房川（TR－5） 8．0 7．5 0 0 0．2 0．2 0．02 0．02 2 2
津房川（TR－6） 7．5 7．5 0 0 0．2 0．2 0．02 0．01 2 2
※　COD（化学的酸素消費量：水中にある有機物が酸化される時に消費される酸素量）
・基準値…0：きれいな水，2～5：汚染がある，5～10：汚染が進んでいる
PO4（リン酸）
・基準値…0．2以下：きれいな水，0．2～0．5：汚染の可能性がある，1～2：少し汚
　　　　染がある，2～5：汚染している，5～：汚染が進んでいる
NO2（亜硝酸）
・基準値…0：きれいな水，0．02～0．1：少し汚染がある，0．2～0．5：汚染がある
NO3（硝酸）
・基準値…1以下：きれいな水，2～5：汚染が少ない，5～10：汚染されているが，
　　　　一般的，20～45：汚染が進んでいる
橋本・宮川：小学校における環境教育のための地域教材の開発 55
6．おわりに
　r人の生活と自然環境」の教材製作を通して小学校における環境教育の展開を考え，実
施した。教材一つ製作するにも非常に時問がかかったが，環境教育の一つ型を提供できた
と考えている。この案に沿った実践については，紙面の都合で次の機会に報告する。
　今後各教科との連携も考えなければならないが，この実践をもう少し深めたのちにした
い。最終的には，子どもたちの活動から環境教育のねらいが無理なく達成されて行く学習
を目標にしている。
要　　約
　小学校における環境教育をどのように展開するかについて考えるために，小学校6年生
の理科の単元であるr人の生活と自然環境」の学習展開を具体的に考え，教材の製作とそ
れを使った実践を行った。その結果，環境教育の学習の展開にあたっては，まず環境を知
るための媒体（ここでは川である）が必要なこと，またそれを子どもたちが非常に身近に
感じることも必要であることを報告した。さらに子どもたちに身近な地域の状況を的確に
理解させるためには，他の地域の状況も情報として提供しなければならないことも明らか
にした。
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